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要 旨 

概 要 

音楽とお笑いのライブフェス「Oops！沼津」×市内高校合同文化祭「ぬまづ学縁祭」 

【初開催！】実行委員会メンバーが市長を表敬訪問します！！ 

お問い合わせ先 

 令和８年１月１８日（日）に市民文化センター及び香陵アリーナで同時開催されるイベン

トの主催者が市長を表敬訪問し、当日のプログラムなどについて報告します。 

１ 市長表敬内容 

（１）日 時  令和７年 11月 19日（水）16:00から 

（２）場 所  沼津市役所４階 特別応接室 

（３）訪問者  Oops！沼津実行委員会 （委員長）坂部昌宏さん、（委員）小池祐一郎さん 

           ぬまづ学縁祭実行委員会（委員長）田代優成さん【沼津城北高校２年生】 

           沼津商工会議所青年部  （会長）杉山勇太さん、（渉外委員会副委員長）渡辺靖成さん 

                           ※沼津商工会議所青年部は「ぬまづ学縁祭」の開催に協力しています。 

２ イベント概要 

【Oops！沼津】 

（１）日  時  令和８年１月１８日（日）10：００～19：00 

（２）場 所  沼津市民文化センター 大ホール 

（３）内 容  人気アーティストのライブとお笑い芸人のステージが一度に楽しめるフェス 

※もりの広場（市民文化センターと香陵アリーナの間）で、地元グルメを集めた 

「沼津食フェス」も同時開催！！ 

【ぬまづ学縁祭】 

（１）日  時  令和８年１月１８日（日）11：００～17：00 

（２）場 所  香陵アリーナ 多目的アリーナ 

（３）内 容  市内全ての高校の高校生による合同文化祭 

          各校のステージパフォーマンス、各校学校案内・制服展示、学校対抗綱引き大会、模擬店など 

沼津市役所 産業振興部 商工振興課 

直通：０５５－９３４－４７48 

 

 

 







令和７年度第１回ミーティング 

令和７年１０月 

 

ぬまづ学縁祭～仲間と創る最高の思い出～企画書（案） 

提案者：ぬまづ学縁祭実行委員会 

沼津商工会議所青年部 渉外委員会 

1. 企画の背景 

本企画は沼津市内 13 校の高校生有志が中心となり、「地域とつながる合同文化祭を自分たちの手で創り

たい」という想いから始まりました。令和 6 年度に実施された「一万人アンケート」では約 3,000 件の有

効回答が集まり、さらに「高校生サミット」での議論を経て、多くの高校生の声＝総意として形になった

企画です。 

 

高校生の願い： 

・進学や就職で地元を離れても、沼津への愛着を持ち、いつか 

戻ってきてほしい 

・普段関わることの少ない他校の仲間や地域住民とつながり、 

人と人との縁を広げたい 

⇒この「学縁祭」を通じて、地域住民・中学生・企業と協働し、 

未来の 沼津を担う世代が動き出すきっかけを目指しています。 

 

 

2. 開催概要 

イベント名：ぬまづ学縁祭（がくえんさい）～仲間と創る最高の思い出～ 

  名称は高校生有志（各校）からの応募⇒実行委員会メンバー投票 提案校：飛龍高等学校 

 【想い】「普段学校が違い関わる機会がない人たちと縁を結べる学園祭にしたい」 

     「他校の良さを“見る側”ではなく“創る側”として体験し、最高の思い出を創りたい」 

日 時：2026 年 1 月 18 日（日・祝）11:00～17:00 

会 場：香陵アリーナ（原っぱ広場を含む） 

入場料：無料 

主 催：ぬまづ学縁祭実行委員会（市内高校生有志） 協力：沼津商工会議所青年部（YEG） 

   イベント班実行委員長：田代 優成（沼津城北高等学校） 

   政策提案班実行委員長：齊藤 諒（桐陽高等学校） 

後 援（予定）：沼津市、静岡県教育委員会、公益社団法人静岡県私学協会、沼津市教育委員会、 

沼津商工会議所、沼津商工会議所青年部（すべて予定） 

 

3. 企画内容案 

・多目的アリーナ 

【ステージ】各校の演目発表、文化・音楽・パフォーマンス 

11 時オープニング 各 30 分 12 団体出演予定 

高校生がまとめた「（仮）まちづくり研究報告書」を沼津市に提出予定 

 【アリーナ】各校によるアート展示、体験ブース 



７月 会場（香陵アリーナ）視察 

指定管理者 ミズノ様打ち合わせ 

高校生ミーティングの様子 

・武 道 場：学校紹介ブース、制服展示、等 

・多目的スタジオ：市民寄付活動(フードドライブ、エコキャップ運動、未使用文房具収集寄贈） 

・原っぱ広場：各校対抗綱引き大会（第２回綱―１GP）、軽音部バンド演奏、オリジナル飲食販売等 

 

4. イベントのターゲット層 

下記３層をイベントターゲットとします。 

・中学生：高校生活を知り、進路選択の参考に 

・地域住民・保護者：高校生の活動や学校の魅力を知る機会に 

・企業・団体：次世代を担う若者との交流・応援の場に 

 

5. 高校生の想い 

・地域の方々に自分たちの学校の魅力を知ってほしい 

・未来の後輩（中学生）に高校生活の楽しさを伝えたい 

・実行委員会は「高校生有志 × 沼津 YEG × 地元有志の大人」の 

協働体制 

・生徒が「考え・行動し・発信する」経験が成長につながります 

 

６. 期待される効果 

・高校生：主体性・協働性の育成、自己表現の場 

・中学生：高校生活を知る機会、進路選択への参考 

・学校：地域への魅力発信、学校 PR につながる 

・地域社会：交流人口の拡大、SDGs 活動による地域活性化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


